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 平成 21 年３月期 通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 11 月７日に公表いたしました業績予想及び平成 20 年５月 13 日に公表しま

した期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）  

（１） 修正の内容 

 （連結）                                                         （単位：百万円） 

 
売上高     営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年 11 月７日発表）
4,635 64 24 △264 △34 円 13 銭 

今回修正予想（Ｂ） 3,708 △175 △257 △665 △85 円 72 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △927 △239 △281 △401  

増減率(％) △20.0 ― ― ―  
（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
4,927 54 3 23 3 円 04 銭 

 

 （個別）                                                         （単位：百万円） 

 
売上高     営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年 11 月７日発表） 
4,629 19 1 △287 △37 円 09 銭 

今回修正予想（Ｂ） 3,696 △268 △299 △707 △91 円 08 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △933 △288 △300 △420  

増減率(％) △20.2 ― ― ―  
（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
4,909 42 △10 9 1 円 25 銭 

 
 

 



 

 

（２） 修正の理由（連結・個別） 

半導体業界におきましては、昨年11月以降、半導体需要が急速に減退したことから、装置メーカー及びデバイ
スメーカーともに生産調整を継続しており、当社グループを取り巻く受注環境は厳しい状況が続いております。 

このような状況から１月の受注額・売上高の実績（受注・売上とも計画比 5 割程度の減少）を踏まえ、上記のと
おり業績予想を修正いたします。 

各項目の変動要因は以下のとおりです。 
売上高の減少は、当社グループの製品が半導体製造装置内に組み込まれて使われることから、予想を超え

たメーカーの生産調整に伴い、主力製品である石英製品の受注額が前年同期（10 月～12 月）比で 47.1％減と急
減していることに伴い、売上高を修正するものです。 

損益面では、売上高の減少が固定費を賄うことが出来ないこと、証券市況の低迷による退職給付費用の追加
負担等により営業利益、経常利益が減少いたしました。また、２月５日に公表いたしました「希望退職者募集に
関するお知らせ」による退職金等 50 百万円（特別加算金を含む）を特別損失として見込み、法人税等調整額の
税金費用の増加を加味し、当期純利益を修正しております。 
 
（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。                  

 

 

２．配当予想の修正 

（１） 修正の内容 

 
１株当たり配当金（円） 

基準日 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成 20 年５月 13 日発表） 
― ― ― 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

今回修正予想 ― ― ― ０円 00 銭 ０円 00 銭 

当期実績 ― ― ― 
  

前期実績（平成 20 年３月期）実績 ― ― ― 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

 

（２） 修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する安定的利益還元を重要課題と認識し、経営の基本方針としております。 
しかしながら、昨年後半以降の経営環境の急速な悪化に伴い、役員報酬の減額、コスト削減、営業手法、生産

効率、在庫削減等、営業努力を続けてまいりましたが、上記業績予想の修正欄に記載のとおり、通期の業績予想
を大幅に下方修正せざるを得ない状況となり、誠に遺憾ではございますが、予定しておりました当期期末配当の
実施を見送りとさせていただきたく存じます。大変厳しい業界環境ではありますが、全社一丸となって業績の回復
に努めてまいる所存でございますので、株主の皆様には、引続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、株主優待制度につきましては、昨年同様に実施させていただく所存でございますので、よろしくお願い申
し上げます。 

以 上 


